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が、投資者の便宜を図るため備え置いております。
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１ 【臨時報告書の訂正報告書の提出理由】

当社は、Ｂ種優先株式を発行すること（以下「Ｂ種優先株式発行」といいます。）に関し、金融商品取引法第24条

の５第４項並びに企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第１項及び同条第２項第２号の規定に基づき、2023年４

月28日に臨時報告書を提出しておりますが、2023年６月28日開催の当社第99回定時株主総会（以下「本定時株主総

会」といいます。）及び普通株主による種類株主総会並びに同日付のＡ種優先株主による種類株主総会において、Ｂ

種優先株式発行に伴う定款の一部変更に係る議案が承認されたこと（会社法第325条で準用される同法第319条の規定

により種類株主総会の決議があったものとみなされる場合を含みます。）、並びに本定時株主総会においてＢ種優先

株式発行に係る議案が承認されたことにより、当該記載内容の一部に訂正が生じましたので、金融商品取引法第24条

の５第５項において準用する同法第７条の規定に基づき、臨時報告書の訂正報告書を提出するものであります。

　

２ 【訂正事項】

訂正事項は、以下のとおりであります。

 
（14）第三者割当の場合の特記事項

⑧発行条件に関する事項

（ⅰ）払込金額の算定根拠及び合理性に関する考え方

 
（15）その他

 
３ 【訂正箇所】

訂正箇所は　　を付して表示しております。

 
 
（14）第三者割当の場合の特記事項

（訂正前）

＜前略＞

⑧発行条件に関する事項

（ⅰ）払込金額の算定根拠及び合理性に関する考え方

当社は、Ｂ種優先株式の優先配当金（１株につき年2,900,000円）（ただし、2024年３月31日を基準日と

する剰余金の配当額は1,933,333円とします。）、本優先株主が負担することとなるクレジット・コスト

等の諸条件を考慮し、当社の置かれた経営環境及び財務状況並びにＢ種優先株式の流動性等を総合的に

勘案の上、Ｂ種優先株式の発行条件（本契約における条件を含みます。）は合理的であると判断してお

ります。

また、当社は、当社及び割当予定先から独立した第三者機関である株式会社赤坂国際会計（以下「赤坂

国際会計」といいます。）にＢ種優先株式の価格算定を依頼し、同社が一定の条件（Ｂ種優先株式に係

る優先配当金、金銭を対価とする取得条項、金銭を対価とする取得請求条項、当社のクレジットスプ

レッド等）を考慮した上で社債型優先株式の評価において一般的な価格算定モデルを用いて算定したＢ

種優先株式の公正価値に関する評価報告書を受領しております。

Ｂ種優先株式の払込金額は、赤坂国際会計が算定した株式価値のレンジの上限に対して10％以下のディ

スカウント率であり、当社としては、会社法上、割当予定先に特に有利な金額に該当しないと考えてお

ります。しかしながら、市場価格のない優先株式の価値評価については、様々な考え方があり得ること

等から、念のため、会社法第199条第２項及び第３項並びに第309条第２項の規定に基づき、本定時株主

総会での特別決議による承認を得ることを条件として、Ｂ種優先株式発行を実施することといたしま

す。
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（訂正後）

＜前略＞

⑧発行条件に関する事項

（ⅰ）払込金額の算定根拠及び合理性に関する考え方

当社は、Ｂ種優先株式の優先配当金（１株につき年2,900,000円）（ただし、2024年３月31日を基準日と

する剰余金の配当額は1,933,333円とします。）、本優先株主が負担することとなるクレジット・コスト

等の諸条件を考慮し、当社の置かれた経営環境及び財務状況並びにＢ種優先株式の流動性等を総合的に

勘案の上、Ｂ種優先株式の発行条件（本契約における条件を含みます。）は合理的であると判断してお

ります。

また、当社は、当社及び割当予定先から独立した第三者機関である株式会社赤坂国際会計（以下「赤坂

国際会計」といいます。）にＢ種優先株式の価格算定を依頼し、同社が一定の条件（Ｂ種優先株式に係

る優先配当金、金銭を対価とする取得条項、金銭を対価とする取得請求条項、当社のクレジットスプ

レッド等）を考慮した上で社債型優先株式の評価において一般的な価格算定モデルを用いて算定したＢ

種優先株式の公正価値に関する評価報告書を受領しております。

Ｂ種優先株式の払込金額は、赤坂国際会計が算定した株式価値のレンジの上限に対して10％以下のディ

スカウント率であり、当社としては、会社法上、割当予定先に特に有利な金額に該当しないと考えてお

ります。しかしながら、市場価格のない優先株式の価値評価については、様々な考え方があり得ること

等から、念のため、会社法第199条第２項及び第３項並びに第309条第２項の規定に基づき、本定時株主

総会での特別決議による承認を得ております。

 
（15）その他

（訂正前）

＜前略＞

②Ｂ種優先株式発行は、本定時株主総会及び本種類株主総会において本定款変更に係る議案の承認が得られるこ

と並びに本定時株主総会においてＢ種優先株式発行に係る議案の承認が得られることを条件としております。

 
（訂正後）

＜前略＞

②Ｂ種優先株式発行は、本定時株主総会及び本種類株主総会において本定款変更に係る議案の承認が得られるこ

と並びに本定時株主総会においてＢ種優先株式発行に係る議案の承認が得られることを条件としておりました

が、本定時株主総会及び本種類株主総会においてこれらの承認は得られております。

 
以上
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